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市民力・地域力・都市力が躍動するまち市民力・地域力・都市力が躍動するまち
決断一瞬！ 第３５代 立行司 木村庄之助さん県民栄誉賞受賞へ決断一瞬！ 第３５代 立行司 木村庄之助さん県民栄誉賞受賞へ



23 Public Relations Nobeoka / 2011.11

健
康
で
長
生
き
し
た
い　
　
　
　
　

。

健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
基
本
で
あ
り
、

医
療
に
対
す
る
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
「
地
域
医
療
を
守
る
」
こ
と
と
「
健
康
長
寿
を
進
め
る
」
こ

と
を
柱
と
す
る
地
域
医
療
を
守
る
条
例
を
平
成
21
年
9
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
出
来
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

減
ら
な
い
救
急
搬
送

　

昨
年
（
平
成
22
年
）
1
年
間
に
救
急
車

で
病
院
に
運
ば
れ
た
人
は
４
、４
１
４
人

で
、
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、救
急
車
で
運
ば
れ
た
人
の
う
ち
、

急
病
が
原
因
の
人
は
全
体
の
半
数
以
上
を

占
め
る
２
、３
４
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

急
病
患
者
の
う
ち
、
脳
梗
塞
な
ど
を
含
む

「
脳
疾
患
」
と
消
化
管
出
血
な
ど
の
「
消

化
器
系
疾
患
」
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す

（
図
１
）。

受
け
入
れ
輪
番
制
か
ら
わ
か
る
こ
と

　

特
に
「
脳
疾
患
」
お
よ
び
「
消
化
器
系

疾
患
」
の
う
ち
、「
脳
梗
塞
」
と
「
消
化

管
出
血
」
に
つ
い
て
は
、
専
門
医
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
延
岡
市
医
師
会
と
県
立

延
岡
病
院
が
連
携
し
て
輪
番
体
制
で
救
急

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

輪
番
体
制
と
は
、
救
急
車
で
患
者
を
医

療
機
関
に
運
ぶ
場
合
、
脳
梗
塞
や
消
化
管

出
血
な
ど
が
原
因
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
そ
の
日
の
当
番
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
が
受
け
入
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
輪
番
制
を
担
当
す
る
医
療
機
関

は
、
消
化
管
出
血
患
者
の
場
合
、
県
立
延

岡
病
院
を
含
む
市
内
4
病
院
が
（
図
２
）、

脳
梗
塞
患
者
の
場
合
は
、市
内
5
病
院
が
、

脳
出
血
の
場
合
は
県
立
延
岡
病
院
が
（
図

３
）、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
命
に
か
か
わ
る
も
の

が
多
く
、
当
番
に
あ
た
る
医
師
に
も
大
き

な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
消
化
管
出
血
の
場
合
は
重
症
患
者

の
割
合
が
高
い
た
め
、
医
師
会
で
は
、
消

化
管
出
血
の
処
置
に
対
応
で
き
る
開
業
医

も
応
援
に
加
わ
る
体
制
を
作
り
、
医
師
の

負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
（
図
２
）。

図３．脳梗塞が疑われる患者の受け入れ体制
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0

1000

2000

3000

4000

5000

平成22年平成20年平成15年平成10年

1,652 1,937 

443

2,299
2,348 
 急病

570 489 420 399 

290
351

483
581

831
883

　1,184
   その他

一般負傷

交通事故

（人）

脳疾患455件
　　　19.4％

消化器系疾患
318件 13.5％

 心疾患
　267件
    11.4 %

呼吸器系疾患
   250件 0.6 % 

精神系疾患
　114件 4.9％

その他944件
　　　40.2％

Ｂ病院

C病院A病院

E診療所の医師

当番を担当する民間病院と開業医が協力して
受け入れ体制をつくっています。

Fクリニックの医師

G医院の医師

県立延岡病院

図１．救急搬送の状況　　資料：平成22年救急救助統計

図２．消化管出血患者の受け入れ体制

一次診断
（ＣＴ検査）

地
域
医
療
を
守
り

地
域
医
療
を
守
り

健
康
長
寿
の
ま
ち
に

健
康
長
寿
の
ま
ち
に

救急車で医療機関に運ばれた人数
平成22年の救急搬送（急病）の内訳
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「
健
康
長
寿
の
取
り
組
み
」

         

３
万
人
調
査（
中
間
報
告
）

　

健
康
長
寿
推
進
市
民
会
議
で
は
、
健
康

意
識
の
向
上
や
今
後
の
計
画
づ
く
り
の
た

め
に
、
健
康
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
中
で
す
。

　

10
月
末
現
在
で
、
約
1
万
６
、０
０
０

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
12

月
ま
で
に
３
万
人
を
目
標
に
調
査
す
る
予

定
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、「
朝
食
を
毎
日

食
べ
て
い
る
か
」
や
、「
体
重
を
量
っ
て

い
る
か
」、「
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い

る
か
」
な
ど
、
簡
単
に
答
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。　

　

中
間
集
計
で
は
、「
健
康
に
気
を
付
け

て
行
動
し
て
い
ま
す
か
」
や
「
習
慣
的
に

運
動
を
し
て
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し

て
、
６
０
歳
以
上
で
は
、「
気
を
付
け
て

行
動
し
て
い
る
」、「
ほ
と
ん
ど
毎
日
運
動

し
て
い
る
」
の
回
答
が
80
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
若
い
年
代
ほ
ど
、「
健

康
に
気
を
付
け
て
い
な
い
」
や
、「
気
に

な
る
が
行
動
が
と
も
な
わ
な
い
」
の
回
答

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

特
に
20
歳
代
か
ら
40
歳
代
に
か
け
て
は

50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
が
「
ほ
と
ん
ど

運
動
を
し
て
い
な
い
」
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
（
図
４
・
５
）。

　

運
動
不
足
や
食
事
の
偏
り
な
ど
は
、
将

来
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
も
な
り
ま

す
。
若
い
う
ち
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

手
軽
に
始
め
ら
れ
る
運
動
や
、
1
日
3
食

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
な
ど
の
習
慣
を
身
に

付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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図４．健康に気を付けて行動していますか？　　※8月末現在

図５．習慣的に運動をしていますか？　　　※8月末現在

み
ん
な
の
輪
で
つ
く
る

                         

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」

健
康
長
寿
の
取
り
組
み
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
受
診
本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
県

立
延
岡
病
院
の
夜
間
な
ど
の
救
急
患
者
数

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、「
重
篤
な
患
者

に
対
応
す
る
」
と
い
う
本
来
の
役
割
に
近

づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

受
診
者
数
は
、
平
成
19
年
か
ら
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
も
「
急

な
病
気
や
け
が
で
受
診
が
必
要
だ
が
、
救

急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
い
う
時

の
救
急
医
療
の
窓
口
で
あ
り
、
数
少
な
い

医
師
や
ス
タ
ッ
フ
で
ど
う
に
か
運
営
さ
れ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
「
昼
間
は
忙
し
い
か
ら
」
と
い
っ
た
安

易
な
理
由
で
夜
間
や
休
日
に
受
診
を
す
る

と
、
患
者
が
増
え
す
ぎ
て
現
在
の
体
制
を

維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
日
中
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
る
な
ど
、

         

日
ご
ろ
か
ら
自
己
管
理
を

　

健
診
を
受
け
て
自
分
の
体
の
状
態
を
知

る
こ
と
は
、
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
を
受
け
て
、
適
度
な
運
動

や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
に
気
を
付
け

る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
自
己
の
健
康
管
理

を
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
取
り
組
み
の

一
つ
で
す
。　

　

病
気
の
サ
イ
ン
を

    

見
逃
さ
な
い
た
め
に
も
健
診
を

消
化
管
出
血
な
ど
で
、
救
急
で
運
ば
れ

て
く
る
患
者
さ
ん
を
み
る
と
、
持
病
を
も

っ
て
い
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

重
篤
な
患
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日

ご
ろ
か
ら
健
診
を
受
け
、
体
調
の
変
化
に

気
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
師
会
で
は
、
受
診
率
の
低
い
特
定

健
診
に
つ
い
て
は
、
健
診
を
受
け
や
す
い

よ
う
に
、
日
曜
・
祝
日
在
宅
当
番
医
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま

し
た
。

地
域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
夜

間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
充
実
や
診
療
時
間
帯

の
拡
大
、
医
療
の
広
域
化
、
2
次
・
3
次

医
療
と
し
て
の
県
立
延
岡
病
院
の
充
実
な

ど
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
の
充
実
や
小
児
科
の
在
宅
当
番
の

広
域
化
（
日
向
市
）
な
ど
、
実
現
で
き
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
い
く
つ

か
の
課
題
に
つ
い
て
も
関
係
者
と
協
力
し

て
解
決
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
師
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

医
師
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

延岡市医師会　牧野　剛緒 会長

地域医療　私たちにできること

１．かかりつけ医を持ちましょう
　　かかりつけ医とは、あなたの日ごろの健康状態などを理解し
　ている医師のことです。かかりつけ医を持つことで、適切な治
　療を早期に受けることができます。
２．安易な夜間や休日の受診を控えましょう
　　「昼間は忙しいから」といった理由などで夜間や休日に安易に
　受診するのはやめましょう
３．信頼と感謝の気持ちを持って受診しましょう
　　「ありがとうございます」と言える、思いやりのある優しい関
　係を作り、医療従事者との信頼関係を築きましょう
４．日ごろから健康管理に努めましょう　

地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み

                  

も
う
一
度
確
認
を

単位：人

単位：人
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切
り
取
っ
て
、
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

り
取
っ
て

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

仕事の合間やテレビを見ながら簡単ストレッチ

脳卒中予防はちょっとした心がけから

1日 40本以上は
発症率4倍

1日1合以上は
要注意 !!

カッとなると
血圧が上がります

1日1.5 ㍑
以上の水分補給が
理想です

緑黄色野菜をとり、塩分控えめ、
バランスのとれた食事

喫煙、過度の飲酒をさける ストレスをためない お茶など、十分な水分をとる

体力に応じた
適度な運動

高血圧の予防
持病のある人はかかりつけ医で
適切な治療を

　血圧は
●高齢者
140/90未満
●若・中年者
130/85未満
　を目標に

お酢などを利
用して塩分を減
らしましょう

まずは
1日30分以上
週2回以上を
目標に！

H2O

●両手を組んでまっすぐ伸ばします。
　（ひじはしっかり伸ばしましょう）
●垂直に挙げた状態から左右に体ごと倒
　します。
●組んだ腕を伸ばしたまま、胸の前に　
　もってきて、そのまま体ごと左右に回
　します。

●組んだ手を上へあげた状態から、頭の
　後ろに回し、写真のようにひじを開き
　ます。胸をしっかり張る方が効果的で
　す。
●組んだ手の平を頭の方へ、頭は組んだ
　手の平にお互い押し合います。

●片足を組んで、手で固定して体ごと後
　ろを振り向きます。体や首もしっかり
　回します。
●組んだ下の足と上の足に、お互い反発
　するように力を入れ合います。
●組んだ足を手で押さえ、反発するよう
　に、お互い力を入れ合います。

●足をしっかり抱き寄せます。
●抱き寄せて、鼻をひざに付けるように、 
　体を丸めます。

●足を交互に前方へ伸ばします。
　（体は後ろへ反らさないように）
●写真の状態から、足首を自分の方へ曲
　げたり、反らしたりします。
※そのまま伸ばした足を外側に開くと転
　倒時の骨折予防になります。

●両手を写真のように上げ、体をひねり
　ながら、反対側のひじを付けます。
　（足は垂直に上げて、体をひねるよう
　にしましょう）
※手を下げたり、足からひじに近づくこ
　とがないようにします。

いずれも、ゆっくりと息を止めずにやってみましょう。運動の最中に痛みが出たら、そのままの姿勢で止めた後、もう少しだけ動かして、
少しづつ動く範囲を大きくすることも心がけましょう。

容
ご
と
の
結
果
記
録
、
運
動
・
食
事
に
関

す
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

生
活
習
慣
改
善
に
役
立
つ
情
報
が
ギ
ュ
ッ

と
詰
ま
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
記
録
は
健
康
づ
く
り
に
役
立
ち

励
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
国
民

健
康
保
険
課
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
、
各
地
区
で
の
健
康
講
話
開
催
時

※
対
象
は
40
歳
以
上
の
市
民

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

問
合
せ　

健
康
増
進
課
☎
22
―
７
０
１
４

ス
タ
ッ
フ
ベ
ス
ト
を
貸
し
出
し
ま
す

　

地
域
や
各
種
団
体
で
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
際
に
ス

タ
ッ
フ
ベ
ス
ト
（
黄
色
）
を
貸
し
出
し
ま

す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

申
込
み　

健
康
長
寿
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
―
７
０
８
８

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

                      

健
康
手
帳
を

　
　
　
　
　
　
　
　

活
用
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
健
康
手
帳
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
の
た
め

の
日
々
の
予
定
と
記
録
、
健
（
検
）
診
内

                    

ただ今 募集中です

　
　
　
　
　
　

地
域
で
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　

   

健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

毎
日
歩
く
、
定
期
的

　
　
　
　
　
　
　

に
体
重
を
量
る
、
食
事

　
　
　
　
　
　
　

に
気
を
付
け
る
・
・
・

　

簡
単
な
よ
う
で
す
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
続

け
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
時
に
は
一
緒
に
取
り
組
む
仲
間

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

一
緒
に
歩
く
、
健
診
に
行
く
時
に
声
を

掛
け
る
、
日
常
会
話
で
健
康
づ
く
り
の
話

を
す
る
、
な
ど
、
仲
間
と
一
緒
に
取
り
組

む
と
健
康
づ
く
り
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
、
各
区
で
健
康
長
寿
推
進
リ
ー
ダ
ー

や
推
進
員
を
中
心
に
健
康
長
寿
の
取
り
組

み
が
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
区
で
定
期
的
な
歩
こ
う
会
」、「
料

理
教
室
の
開
催
」、「
公
民
館
に
血
圧
計
の

設
置
」
な
ど
、
健
康
に
関
す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

健
康
長
寿
市
民
運
動
を
盛
り
上
げ

る
応
援
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
運
営

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
結

成
し
ま
し
た
。

　

隊
員
を
現
在
募
集
中
で
す
。
健
康

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
の
べ
お
か
健
寿
さ
さ
え
愛
隊
」

「
健
康
長
寿
人
財
バ
ン
ク

                      

の
べ
お
か
」

　

運
動
、
食
事
、
健
診
に
関
す
る
専

門
家
や
健
康
づ
く
り
の
有
資
格
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
後
は
、
地
域
や
団
体
な
ど
が

開
催
す
る
健
康
学
習
会
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

原
則
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
１

年
更
新
。
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
長
寿
推
進
室

　

                   

☎
 22
―
７
０
８
８

メ
ー
ル : ti-iryou@

city.nobeoka.
m
iyazaki.jp

小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
！

健
康
づ
く
り
は
毎
日
続
け
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
切
で
す

継続するコツ
その１

仲間づくり

継続するコツ
その２

毎日の記録

※いすに座ったままできます。仕事で疲れた時なども効果的です。
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定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
代
表
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
た
技

術
提
案
書
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す

　

来
年
12
月
ま
で
に
基
本
設
計
・
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
〜
27
年
度
の
３
カ

年
で
工
事
を
行
い
、
平
成
27
年
度
末
ま
で

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

仮
庁
舎
移
転
計
画

　

新
庁
舎
は
、
現
庁
舎
敷
地
に
建
設
す
る

こ
と
か
ら
、
工
事
期
間
中
は
本
館
部
分
を

残
し
、
東
別
館
や
電
算
棟
、
議
会
棟
は
解

体
を
す
る
た
め
、仮
庁
舎
を
設
置
し
ま
す
。

　

仮
庁
舎
は
、
現
庁
舎
周
辺
の
公
共
施
設

や
民
間
ビ
ル
の
活
用
に
加
え
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
一
部
仮
設
プ

レ
ハ
ブ
を
設
置
し
ま
す
。

　

仮
庁
舎
へ
の
移
転
は
、来
年
1
月
以
降
、

移
転
計
画
に
基
づ
き
、順
次
行
い
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ　

新
庁
舎
建
設
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
―
７
０
５
０

西別館

野　口
記念館

裁
判
所

延岡市役所

総務部
市民環境部

④プレハブ新設

議会関係

⑥中小企業振興センター

⑤NTT延岡本館ビル
都市建設部

岡富中学校

健康福祉部
②旧図書館

③プレハブ移設

上下水道局

カルチャー
プラザ
のべおか

教育委員会
①社会教育センター

城　山

N

仮 庁 舎 移 転 課 室 名 移転時期（予定）

①社会教育センター 　教育委員会総務課・学校教育課・保健体育課 　平成 24 年 1 月初旬

②旧図書館 　高齢福祉課・生活福祉課・こども家庭課
　平成 24 年 4 月中旬～
　　　　　   　7 月中旬

③プレハブ移設 　障がい福祉課 　平成 24 年 7 月中旬

④プレハブ新設 　国民健康保険課・生活環境課・地域交通安全推進室・
　情報公開センター 　平成 24 年 7 月初旬

⑤NTT延岡本館ビル 　都市計画課・土木課・区画整理課・建築住宅課・建築指
　導課・高速道対策課・監査委員室・監査事務局 　平成 24 年 4 月中旬

⑥中小企業振興センター 　議場・委員会室・議員控室・正副議長室・
　議会事務局 　平成 24 年 7 月中旬

仮庁舎位置図

延
岡
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
・
実
施
設

計
業
務
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お

い
て
代
表
企
業
優
秀
者
に
選
定
さ
れ
た
㈱

山
下
設
計
九
州
支
社
と
市
内
優
秀
者
グ

ル
ー
プ
か
ら
な
る
設
計
者
（
山
下
・
延
岡

設
計
連
合
特
定
建
築
設
計
共
同
体
）
と
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

設
計
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

今
回
、
代
表
企
業
の
㈱
山
下
設
計
九
州

支
社
か
ら
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
や
地
球
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、

新
庁
舎
に
備
え
る
機
能
な
ど
に
つ
い
て
多

く
の
技
術
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
提
案
や
昨
年
度
策
定

し
た
新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
な
ど
を
踏

ま
え
、
市
と
設
計
者
が
十
分
に
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
設
計
業
務
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
庁

舎
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
機
会
と
し
て

「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催
を
予

 
新
庁
舎
の
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す

　　
問：新庁舎を現在の場所に建設するのはなぜですか。

　　また、現在の場所で、洪水や津波などが発生した場合、大丈夫なのでしょ　

　うか。

答：新庁舎の建設場所については、交通の利便性に優れていること、周辺の文化

　交流施設との連携が可能なこと、現庁舎を中心にまちが形成されていること、

　などの理由から現庁舎敷地を選定しました。

　　また、新庁舎は免震構造の採用をはじめ、安全性に優れた構造とし、災害時

　に避難場所として機能する「講堂」や、災害対策本部としての機能などについ

　ても高層階に配置するなど、大地震や洪水、さらには津波発生時においても、

　防災拠点としての役割をしっかりと果たすことのできる庁舎を建設します。

新庁舎建設に向けて

新庁舎

来庁者出入口
東別館

来庁者駐車場

新庁舎
2期工事
（低層棟）

来庁者駐車場

1期工事2期工事

工事計画のイメージ図

仮庁舎移転計画

新庁舎
１期工事
（高層棟）

既存庁舎（本館）

来庁者出入口

健
康
福
祉
部

東別館

来庁者駐車場

仮設階段の
設置



1011 Public Relations Nobeoka / 2011.11

輝くのべおか人へ これまでの活動を讃えて

渡部昂一さん染矢儀傳さん染矢儀傳さん 渡部昂一さん

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
生
き
生
き
と
し

た
活
動
を
し
て
い
る
高
齢
者
を
表
彰
す
る

「
ボ
ナ
ー
寿
賞
」
に
、
次
の
10
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。(

年
齢
は
9
月
28
日
現
在
）

○
甲　

か
　
い
 
ま
も
る

斐
戌
さ
ん
（
88
歳 

高
野
町
）

　

地
域
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
が
、
中
で
も
高
齢
者
ク
ラ
ブ

「
百
年
会
」
に
お
い
て
、
毎
月
行
わ
れ

る
美
化
活
動
や
資
源
物
回
収
な
ど
の
奉

仕
作
業
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

熟
練
の
技
で
先
人
の
知
恵
を
再
現

延
岡
市
文
化
功
労
者

　

文
化
向
上
に
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰

す
る
文
化
功
労
者
表
彰
。
今
年
度
は
、
北
川
町
の
山や

ま
ぐ
ち口

奈な

ら

じ

ろ

う

良
次
郎
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　　

山
口
さ
ん
は
、「
長
井
木き

遣や

り
唄
」「
家
田
虫
追
い
行

事
」
な
ど
貴
重
な
地
域
文
化
の
次
世
代
へ
の
地
道
な
伝

承
活
動
を
続
け
、
そ
の
保
存
・
伝
承
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
文
化
と
し
て
の
伝
統
的
な
護
岸
工
事
の

杭
打
ち
作
業
「
な
ん
ば
引
き
」
の
再
現
に
も
尽
力
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
林
業
従
事
者
と
し
て
の
熟
練
し
た
技
を

駆
使
し
、
忘
れ
去
ら
れ
、
埋
も
れ
て
い
た
先
人
の

知
恵
で
あ
る
農
業
用
灌か

ん
が
い漑

た
め
池
「
わ
た
う
ち

池
」
の
水
位
調
節
装
置
「
尺し

ゃ
く
は
ち
ど
い

八
樋
」
を
復
元
さ
せ

る
な
ど
「
山
の
文
化
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
文

化
・
生
活
文
化
の
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
尽
力

体
育
功
労
者
市
長
表
彰

域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
に
励
ん
で
い
ま
す
。

○
小お

だ田
健け

ん
い
ち一

さ
ん
（
80
歳 

伊
形
町
）

　

旭
化
成
を
退
職
後
、
区
長
や
地
区
区
長
会
長
を
歴

任
し
、地
域
の
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、伝
統
芸
能
「
伊

形
花
笠
踊
り
」
の
伝
承
者
と
し
て
後
継
者
の
指
導
育

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

○
古ふ

る
か
わ
す
み
お

川
澄
雄
さ
ん
（
80
歳 

富
美
山
町
）

　

富
美
山
町
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
に
お
い
て

は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、

健
康
長
寿
の
取
り
組
み
で
は
、
皆
の
意
見
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
ま
と
め
上
げ
る
な
ど
、
地
域
で
無
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
す
。

○
大お

お

く

ぼ

久
保
駒こ

ま
い
ち一

さ
ん
（
77
歳 

北
方
町
）

　

剣
道
は
錬
士
6
段
の
腕
前
で
、「
宮
崎
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
2
0
1
1
」
に
お
い
て
3
位
に
入
賞
す
る

な
ど
、
向
学
心
・
向
上
心
を
信
条
に
一
貫
し
た
姿
勢

を
崩
す
こ
と
な
く
現
在
ま
で
活
躍
し
、
後
進
の
お
手

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
田た

い井
セ
ツ
子
さ
ん
（
80
歳 

中
川
原
町
）

　

旅
行
で
見
か
け
た
カ
エ
ル
人
形
を
ヒ
ン
ト
に
、
独

○
橋は

し
ぐ
ち
ま
さ
あ
き

口
将
秋
さ
ん
（
87
歳 

浜
町
）

　

旭
化
成
OB
会
の
社
会
奉
仕
団
に
入
団
後
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
「
老
寿
会
」
の
設
立
に
尽
力
。
設
立
後
は
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

○
橋は

し
や
ま
く
に
あ
き

山
國
昭
さ
ん
（
80
歳 

若
葉
町
）

　

小
学
校
勤
務
の
後
、
北
川
町
教
育
委
員
や
地
元
区

長
、
福
祉
協
議
会
会
長
を
長
い
間
歴
任
。
現
在
も
地

山口奈良次郎さん

　

染
矢
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
か
ら
延
岡
軟
式
野
球
連
盟

の
理
事
や
常
務
理
事
を
歴
任
し
、
平
成
8
年
に
同
連
盟

の
審
判
長
に
就
任
。
現
在
も
延
岡
野
球
審
判
協
会
の
理

事
長
や
早
起
き
野
球
連
盟
の
副
会
長
な
ど
の
役
職
を
兼

務
す
る
と
と
も
に
、
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
の
審
判
技

　　　　いきいきと輝く

ボナー寿賞

山
口
さ
ん
の
談
話

　
「
振
り
返
れ
ば
、
15
歳
か
ら
山
一
筋
に
、
北
川
の
『
山

の
文
化
』
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
生
で
し
た
。

　

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
き
た
名
も
な
い
私
の
よ
う
な
者

に
、こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、ま
た
『
山

の
文
化
』
の
地
道
な
保
存
・
伝
承
活
動
に
光
を
当
て
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
『
山
の
文
化
』
の
掘
り
起
し
、
保
存
・

伝
承
活
動
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
、
貴
い
先
人
の
知

恵
や
『
山
の
文
化
』
を
次
世
代
に
も
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」

自
の
カ
エ
ル
人
形
を
考
案
。
毎
年
２
０
０
個
の
人
形

を
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
幼
稚
園
児
な
ど
に
、
交
通
安
全

の
願
い
を
込
め
て
贈
り
続
け
て
い
ま
す
。

○
土 

ど
 
ひ
 肥
ス
ミ
エ
さ
ん
（
88
歳 

野
田
町
）

　

四
半
的
弓
道
を
61
歳
か
ら
始
め
、
３
０
０
人
が
競

う
お
大
師
さ
ん
の
大
会
で
の
優
勝
な
ど
、
現
在
も
県

内
各
地
の
試
合
に
精
力
的
に
参
加
し
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
て
い
ま
す
。

術
委
員
と
し
て
、
審
判
員
の
指
導
・
育
成
に
取
り
組
む

な
ど
、
野
球
界
全
般
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
に
際
し
、
渡
部
さ
ん
は
「
皆
様
の
お
力
添
え
の

賜た
ま
も
の物

。私
個
人
で
は
な
く
、皆
様
と
共
に
い
た
だ
い
た
。」

と
話
し
、
ま
た
、
染
矢
さ
ん
は
「
審
判
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
競
技
力
の
向
上
な
ど
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
界
発

展
の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
く
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
体
育
功
労
者
市
長
表
彰
は
、
渡わ

た
な
べ
こ
う
い
ち

部
昂
一
さ

ん
と
染そ

め
や
よ
し
も
り

矢
儀
傳
さ
ん
の
２
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受賞を記念して市長室で

　

渡
部
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
延
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
の
役
員
と
し
て
活
躍
し
、
副
理
事
長
就
任
後

は
、
一
般
の
部
の
総
責
任
者
と
し
て
同
協
会
の
運
営
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
同
協
会
副
会
長

に
就
任
。
協
会
の
組
織
充
実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部
」
担
当
副
会
長
と
し
て
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
普
及
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

○
長な

が
と
も
 
ひ
さ
し

友
尚
さ
ん
（
92
歳 

平
原
町
）

　

区
長
、
公
民
館
長
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
長
を
合
わ

せ
て
25
年
間
携
わ
り
、地
域
活
動
の
活
性
化
に
努
め
、

平
原
地
区
に
元
気
を
届
け
て
い
ま
す
。

○
柚ゆ

う
き
 
き
ぬ
こ

木
絹
子
さ
ん
（
84
歳 

富
美
山
町
）

　

平
成
12
年
か
ら
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
に
所
属
し
、

募
金
・
救
済
・
福
祉
バ
ザ
ー
活
動
に
余
暇
を
惜
し
ま

ず
参
加
し
活
躍
。
地
区
の
要
職
も
快
く
引
き
受
け
、

多
く
の
人
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
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22年度末

平成 22 年度、延岡市の一般会計決算は、歳入の総額が 582 億
8,294 万円、歳出の総額が 564 億 5,813 万円でした。翌年度へ
繰り越す事業を実施するための財源を除いた実質収支は、約
14 億 5,270 万円で黒字決算となりました。
主な特徴として、歳入では景気の低迷により市税が減少してい
ますが、地方交付税などの増加により全体で前年比 0.9% の増
加となり、歳出では、子ども手当支給事業の開始などに伴い、
全体で前年比 0.2% の増加となりました。
今後とも、質の高い市民サービスを提供していくため、事業の
効率化などにより、安定的な財政運営に努めます。

平成 22 年度末の市債（借金）の残高は、一般・特
別・企業会計を合わせて 1,114 億 7,955 万円となり、
前年度に比べ約 20 億円減少しています。
なお、市債残高のうち 52％は地方交付税として措置
されますので、実質的な負担は残りの 48％になりま
す。

平成 22年度

決算の
状況

平成22年度も黒字決算

市債は減少、基金は増加

歳出総額
564億5,813万円

平成 19 年 6 月に成立した地方公共団体の財政の健
全化に関する法律により、自治体は毎年度４つの健
全化判断比率（財政状況の安心度を見る指標）と資
金不足比率を公表することになりました。
４つの健全化判断比率のうち、１つでも「早期健全
化基準」を上回ると、財政健全化計画を定め、自主
的に健全化に取り組むことになります。
また、1 つでも「財政再生基準」を上回った自治体は、
国の監督下で財政再建に取り組むことになります。

健全化判断比率、資金不足比率ともに基準内

平成 22 年度における延岡市の健全化判断比率は、
いずれの比率も基準を下回り（下表）、健全性を保っ
ています。
なお、資金不足比率（事業規模に対する資金不足の
割合）は、食肉センター特別会計、水道事業会計、
下水道事業会計ともに資金不足はなく、資金不足比
率も健全性が保たれています。

基金は、特定の目的のために資金を積み立てたり、
定額の資金を運用するために設置します。年度間の
財源の不均衡を調整するための財政調整積立基金や
使用目的が限定される社会福祉事業基金、地域振興
基金など 25 基金があります。

健
全
化
判
断
比
率

指標名 説明 平成22年度 前年度 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

実質赤字比率 標準財政規模に対する一般会計
などの赤字の割合 赤字なし 赤字なし 11.67% 以上 20.00% 以上

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する全会計の
赤字の割合 赤字なし 赤字なし 16.67% 以上 35.00% 以上

実質公債費比率 標準財政規模に対して 1 年間で
支払った借入金返済額などの割合

12.4%
（改善） 13.5％ 25.0% 以上 35.0% 以上

将来負担比率 標準財政規模に対して将来市が
支払う借入金返済額などの割合

98.7%
（改善） 116.3％ 350.0% 以上

※標準財政規模とは
 地方公共団体の一般財源の標準的な規模を示すもので、市税と地方交付税が主なものです。

市
債
の
残
高

基
金
の
残
高

問合せ　財政課 ☎ 22－7005  

　

歳入総額
582億8,294万円

地方交付税
169億 3,560万円

地方の財源均等化を図るために、
国が地方に配分するお金

国・県支出金
135億 2,126万円

国や県からの補助金・交付金など

人件費
106億 6,618万円

職員・特別職等の給与・報酬など

公債費
80億9,426万円
借入金返済のためのお金

扶助費122億 1,988万円
子どもやお年寄り、障がい者福祉

のためのお金

市税
135億 5,768万円
市民税や固定資産税など

その他　50億2,927万円 その他　33億4,740万円

繰越金14億1,826万円

諸収入19億3,886万円

市債58億8,201万円

補助費等31億2,527万円

物件費55億2,270万円

繰出金44億4,646万円

前年度からの繰越金

貸付金の返済金など

施設をつくる時などに借りるお金

他団体等への補助金や交付金など

施設等の管理経費など

特別会計への繰出金

22年度末20年度末 21年度末

1,200億

1,150億

1,100億

1,114 億
7,955 万円

1,135 億
813 万円

1,171 億
7,605 万円 170億

160億

150億

163 億
1,998 万円

153 億
1,590 万円

153 億
4,299 万円

差引額 18 億 2,481 万円のう
ち、翌年度に繰り越すべき財
源は、3 億 7,211 万円でした。

人件費は前年より約 5 億円
（4.5%）減少しています。

主な事業として、学校施設
耐震化事業や新悠久苑建設
事業に取り組みました。

特別会計である国民健康保
険や介護保険にかかる給付
費などの増加により、一般
会計からの繰出金が増えて
います。

国・県支出金は前年より約
8 億円（5.8％）減少してい
ます。

景気の低迷により市税が約
4 億円（3.1%）減少してい
ます。

（一般・特別・企業会計の合計） （一般・特別・企業会計の合計）

（前年度比5億650万円増）

（前年度比9,995万円増）

21.7%

18.9％

16.0％

14.3％

9.8％

7.9％

5.5％

5.9％

29.1％

23.2％

23.3％

10.1％

3.3％

2.4％

8.6％

構
成
比

構
成
比

投資的経費
90億3,598万円

道路や学校など、まちづくりをする
ためのお金

21年度末20年度末19年度末

1,168 億
8,710 万円

150 億
9,518 万円

19年度末 2２年度末

50.6% 49.7% 49.1% 48.0%

49.4% 50.3%
50.9% 52.0%

･･･ 交付税措置なし
･･･ 交付税措置あり
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地
元
の
協
力
に
よ
り
、
建
設
工
事
に
着
手

新最終処分場起工式（10/11）

　北方町笠下に建設する新最終処分場。　
　建設中の安全を祈願し、地元の皆さんや建設業者
を含む約 100 人が出席して建設現場で起工式が行わ
れました。
　起工式では、首藤市長が「地元の皆さんの協力に
感謝し、環境に最大限配慮した、安心安全な施設を
造りたい」とあいさつしました。
　工事は平成 25 年度中に完了し、同年度中の供用開
始を予定しています。

企業立地促進条例に基づく指定書を交付（9/29）

　延岡市企業立地促進条例の適用を受けた工場などへ
の指定書交付式が市役所で行われました。
　今回指定を受けたのは、センコービジネスサポート
㈱（和田定晋社長）、旭化成ネットワークス㈱（城後裕
幸社長）の 2 社で、交付式では旭化成ネットワークス
㈱の城後社長が、「地元延岡市の産業振興に向けて全社
挙げて頑張りたい」とあいさつしました。指定工場な
どは今回を含め、110 となります。

がんばっぺ！いわき復興祭（10/1～ 2）

　東日本大震災で被害を受けた兄弟都市いわき市。
　復興に向け、市制施行 45 周年の節目の日に、同市の

「21 世紀の森公園」で復興祭が行われました。
　いわきおどりや近隣の双葉郡３町村の伝統芸能など
のステージイベントをはじめ、各地域の名産品や特産
品の展示・販売などが行われました。
　延岡市からはチキン南蛮や地ビール、和菓子などが
出店。完売の品が出るほどの盛況ぶりでした。

「えんぱく」始まる（10/15）

 　県北地域の自然や街並み、食文化などを楽しむ延岡
感動体験博覧会「えんぱく」が始まりました。
　祝子川温泉「美人の湯」近くの神さん山を見学し、
しし鍋などを味わうコースでは、初めて目にする巨岩
を前に記念撮影をするなど、参加者は神々の里を堪能
していました。
　「えんぱく」は多彩なメニューで 11 月 6 日まで開催
されます。

まちの話題
をお届けします

復
興
に
向
け
、
ス
タ
ー
ト

復
興
に
向
け
、
ス
タ
ー
ト

ま
ち
は
魔
法
の
宝
箱
！

ま
ち
は
魔
法
の
宝
箱
！

新
た
に
２
工
場
を
指
定

新
た
に
２
工
場
を
指
定

をお届けしますをお届けします

「
天
下
一
」
の
舞
、
観
客
を
魅
了

「
天
下
一
」
の
舞
、
観
客
を
魅
了

第15回 のべおか天下一薪能（10/8）
　延岡の秋を彩る「のべおか天下一薪能」が延岡
城
じょうし

址で行われ、市内外から約 2,000 人が訪れました。
　仕舞「景清」では人間国宝の片山幽雪さんがシテ
を務め、野村万禄さんが出演した狂言では会場から
笑いが起こる場面も見られました。
　片山九郎右衛門さんが「天下一」の焼印のある面
を付け、「桜川」と「松山天狗」を演じ、観客を魅了
しました。

丸岡古城まつり（10/9）

　姉妹都市の福井県坂井市で第 43 回丸岡古城まつり
が丸岡城周辺を会場に開催されました。
　まつりには延岡市から原田副市長や佐藤議長、民間
団体からなる交流使節団 14 人が参加しました。
　一行は姉妹都市の由縁となった丸岡城主有馬公など
の武者姿となって、５万石パレードに参加。総踊りで
は、丸岡音頭やばんば踊りが披露され、姉妹都市の交
流を深めました。

次郎柿収穫祭（10/19）
　北方町の特産である次郎柿の収穫祭が北方町駄小
屋の農園で行われました。
　次郎柿の本格的な普及は昭和38年ごろから始まり、
現在では 17.1㌶で栽培されています。
　今年は、10 月に入ってから急に冷え込んだため、
昨年よりも 1 週間早い出荷開始となり、味のばらつ
きもなく、大ぶりで品質も良好となりました。
　次郎柿は「よっちみろ屋」などで販売されています。

　海鮮！山鮮！きたうら市！（10/15）
　北浦町の古浦新港荷 捌

さばき

所で「海鮮！山鮮！きたう
ら市！」が開催されました。
　新鮮な海の幸や山の幸が揃う同イベントには、今年
も市内外から多くの人が訪れ、イセエビやアジなど、
新鮮な魚介類を買い求める人の姿で賑わいました。
　また、振る舞い鍋や船上からのもちまきに多くの
人が集まり、北浦中学校生徒による民舞と南中ソー
ラン節には、会場から声援が飛び交っていました。

交
流
使
節
団
、親
交
深
め
る

交
流
使
節
団
、親
交
深
め
る

実
も
大
き
く
、
品
質
も
良
好

実
も
大
き
く
、
品
質
も
良
好

新
鮮
な
海
の
幸
や
山
の
幸
に

新
鮮
な
海
の
幸
や
山
の
幸
に          

                      
                      

長
蛇
の
列

長
蛇
の
列
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子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
と
関
わ
り
を
持
つ
人
た
ち
の
気
付
き

と
支
援
が
必
要
で
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
は
気
に
な
る
子
ど

も
は
い
ま
せ
ん
か
？

○
不
自
然
な
理
由
で
傷
や
ア
ザ
が
見
ら
れ

　

る
○
表
情
が
極
端
に
険
し
い

○
食
事
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
食
べ
る

○
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

○
着
衣
や
髪
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て
い
る

○
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

　

ど
れ
か
一
つ
で
も
該
当
す
る
、
ま
た
は

そ
れ
以
外
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ

た
り
、「
虐
待
か
な
」
と
思
う
状
況
を
見

か
け
た
り
し
た
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
者
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
情
報

の
管
理
は
徹
底
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

延
岡
市
で
は

　

「
延
岡
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
児
童
相
談

所
や
医
師
会
、
学
校
な
ど
の
子
ど
も
に
関

わ
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
虐
待
防
止

な
ど
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

南
浦
地
区
で
学
校
交
流

　

島
野
浦
島
に
あ
る
島
野
浦
小
学
校
。

児
童
数
52
人
、
教
職
員
数
11
人
の
小
学

校
で
す
。

　

周
り
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、

児
童
は
島
内
の
人
と
の
交
流
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
対
岸
に
あ
る
浦

城
小
学
校
と
熊
野
江
小
学
校
の
南
浦
地

区
に
あ
る
３
つ
の
小
学
校
で
、
お
互
い

と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
立
す
る
子
ど
も
に

　

学
校
で
は
、
児
童
が
成
長
し
て
、
島

外
で
、
働
い
た
り
す
る
時
の
こ
と
を
考

え
、
自
分
で
考
え
る
力
を
身
に
付
け
さ

せ
た
り
、
言
葉
遣
い
な
ど
に
も
気
を
付

け
る
よ
う
、
授
業
な
ど
で
心
が
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

の
学
校
を
訪
問
し
、
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
交
流
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
い
き
い
き
学
習

と
し
て
須
美
江
町
に
遠
足

に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
も
3

校
合
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。

中
学
校
と
も
共
同
で

　

島
内
に
あ
る
島
野
浦
中

学
校
と
合
同
で
運
動
会
や

島
内
清
掃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
11
月
に
島
で

行
わ
れ
る
秋
の
祭
り
で
、

神み
こ
し輿

担
ぎ
を
し
た
り
、
ソ

ー
ラ
ン
節
を
披
露
す
る
こ

明るく元気に全員集合！

島で元気に活動島で元気に活動 　　　　　　　　　　　　　　島野浦小学校（島浦町）

自
主
性
を
尊
重

　

静
か
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
旭
中
学

校
。
全
校
生
徒
２
１
９
人
、
教
職
員
18

人
の
学
校
で
す
。
校
訓
で
あ
る「
自
主
・

協
力
・
解
決
・
節
度
・
愛
校
心
」
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
学
校
や
家
庭
、
地
域

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
学
校
で
は
生
徒
を
信

頼
し
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
と
、
教
職
員
も

出
来
る
だ
け
見
守
る
よ
う

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
や
生
徒
指

導
の
場
に
お
い
て
も
生
徒

自
身
に
、「
な
ぜ
」
と
考

え
さ
せ
る
こ
と
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
生
徒
会
活

動
な
ど
で
は
、
活
発
な
意

見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
た

り
、部
活
動
で
は
生
徒
が
、

楽
し
く
、
練
習
を
通
し
て

自
分
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
ま
す
。

地
域
と
協
力
し
て

　

保
護
者
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
人
た
ち
が
生

徒
の
見
守
り
活
動
を
し
て

旭中学校（富美山町）

い
ま
す
。
登
下
校
の
時
な
ど
に
も
地
域

の
人
た
ち
が
わ
が
子
の
よ
う
に
生
徒
を

見
守
り
、
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
地
域
の
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協

議
会
を
通
じ
て
、
旭
小
学
校
の
児
童
と

一
緒
に
、
も
ち
つ
き
や
門
松
づ
く
り
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

文化祭、みんなで協力して成功させるぞ！

自主性を磨く自主性を磨く

学校訪問 ぼくの学校・わたしの学校

☞次回は名水小学校、北浦中学校です

あなたのアイデアをお待ちしています
岡富橋（仮称）の正式名称を募集します

問合せ　都市計画課 　☎22－ 7022  FAX31－ 3186 Ｅメール toshi-k@city.nobeoka.miyazaki.jp

来
年
3
月
の
開
通
に
向
け
て
、
五
ヶ
瀬
川

右
岸
（
野
地
町
、
大
貫
町
）
と
左
岸
（
古

川
町
）
を
結
ぶ
岡
富
橋
（
仮
称
）
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
し
い
橋
の
建
設
に
合
わ
せ
、

こ
の
橋
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
内
容　

岡
富
橋（
仮
称
）の
正
式
名
称

応
募
資
格　

延
岡
市
に
お
住
ま
い
の
人

応
募
方
法　

次
の
事
項
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

①
名
称
、②
名
称
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、

③
応
募
者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、④
年
齢
、

⑤
住
所
、
⑥
電
話
番
号

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
1
日
㈫
〜
25
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
必
着
）

送
付
先　

〒
８
８
２
―
８
６
８
６
（
住
所

記
入
不
要
）　

延
岡
市　

都
市
計
画
課

応
募
上
の
注
意
な
ど　

①
採
用
さ
れ
た
名

称
の
知
的
所
有
権
お
よ
び
著
作
権
は
延
岡

市
に
帰
属
し
ま
す
。
②
応
募
に
係
る
費
用

は
応
募
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

守るのは気づいたあなたのその勇気
11 月は児童虐待防止月間です

問合せ　こども家庭課 　☎22－ 7017

子育て相談の窓口　   ～一人で悩まず、お気軽にご相談ください～
○家庭児童相談室（こども家庭課内）
　　　　　　　　☎22－7017
○延岡児童相談所（大貫町）
　　　　　　　　☎35－1700
○恒富保育所 子育て支援室（恒富町）
　　　　　　　　☎22－9470

○子育て支援センター おやこの森（山月町）
　　　　　　　　☎33－0204
○宮野浦保育所 子育てひろば（北浦町）
　　　　　　　　☎45－3033
○まちなかキッズホーム（幸町）
　　　　　　　　☎33－7822



※
土
日
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

下
水
道
課

☎  

22

－

７
０
２
４

無
料
労
働
相
談

　

県
で
は
、
無
料
の
労
働
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
に
よ
る
相

談
は
随
時
、
労
働
施
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ

る
相
談
は
、
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問 

延
岡
県
税
・
総
務
事
務
所

☎  

33

－

2
8
6
2

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

　

日
本
の
経
済
力
を
知
る
た
め
の

国
勢
調
査
で
す
。

期
日　

平
成
24
年
2
月
1
日
現
在

対
象　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・

企
業

問 
企
画
課　

 

☎  

22

－

７
０
7
5

知
財
総
合
支
援
窓
口
が

開
設
さ
れ
ま
し
た

　

特
許
や
商
標
な
ど
の
知
的
財
産

に
関
す
る
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

10
時
〜
15
時

場
所　

中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

い
売
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
と
か

取
り
戻
せ
な
い
か
。」
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
場
合
は
売
っ
た
側
な
の

で
法
的
規
制
は
な
く
、
取
り
戻
す

こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
嫌

な
も
の
は
嫌
と
は
っ
き
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

問 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎  

22

－

７
０
５
６

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
人
へ

〜
次
の
人
に
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
〜

○
平
成
15
年
4
月
2
日
以
降
に
戦

傷
病
者
等
と
婚
姻
し
た
妻
、
ま

た
は
同
日
以
降
、「
じ
後
重
傷
」

に
よ
り
第
5
款
症
以
上
の
戦
傷

病
者
等
と
な
っ
た
人
の
妻
で
あ

っ
て
、
平
成
23
年
4
月
1
日
に

お
い
て
夫
が
第
5
款
症
以
上
の

増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
人
。

○
「
第
18
回
特
別
給
付
金
」
ま
た

は
「
第
20
回
特
別
給
付
金
」
の

受
給
権
を
取
得
し
た
妻
で
あ
っ

て
、
戦
傷
病
者
な
ど
で
あ
る
夫

が
平
成
15
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
18
年
9
月
30
日
ま
で
の
間
に

公
務
戦
傷
以
外
の
原
因
に
よ
り

死
亡
し
た
人
。

請
求
期
間　

平
成
26
年
9
月
30
日

ま
で

問 

高
齢
福
祉
課☎  

22

－

７
０
1
6

油
漏
れ
事
故
に
注
意

　

五
ヶ
瀬
川
水
系
で
は
、
毎
年
油

の
流
出
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
多
く
が
人
為
的
ミ
ス
に

よ
る
も
の
で
す
。
油
が
い
っ
た
ん

川
に
流
れ
込
む
と
、
多
く
の
生
き

物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
飲

料
水
や
農
業
用
水
の
利
用
が
で
き

な
く
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
影

響
が
及
び
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
多

額
の
処
理
費
は
、
原
則
と
し
て
原

因
者
が
負
担
し
ま
す
。
冬
が
近
づ

き
、
灯
油
な
ど
油
類
を
使
用
す
る

こ
と
が
多
く
な
る
の
で
、
取
り
扱

い
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

五
ヶ
瀬
川
水
系
水
質
汚
濁
防
止

連
絡
協
議
会  

☎  

31

－

1
1
6
7

生
活
環
境
課 

☎  

22

－

7
0
0
1

堤
防
除
草
刈
草
の
無
償
提
供

　

除
草
に
よ
り
発
生
す
る
刈
り
草

を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

期
間　

11
月
下
旬
ま
で

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

く
は
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
ご
記
入
の
う
え
、
持
参
か
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
30
日
㈬

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
提
供

空
き
家
・
愛
護
動
物
に

適
正
管
理
の
義
務
付
け

　

近
年
、苦
情
の
多
い
「
空
き
家
」

と
「
愛
護
動
物
」
に
つ
い
て
『
延

岡
市
生
活
環
境
保
護
条
例
』
を
改

正
し
、
新
た
な
規
定
を
追
加
し
ま

し
た
。（
11
月
1
日
か
ら
施
行
）

改
正
の
要
点
は
左
記
の
と
お
り

○
空
き
家
の
適
正
な
管
理
（
44
条
2
）

○
公
共
の
場
所
に
お
け
る
、
空
き

缶
等
の
散
乱
防
止
（
50
条
）

○
愛
護
動
物
の
適
正
な
管
理（
51
条
）

○
改
善
が
み
ら
れ
な
い
場
合
は
、

　

勧
告
を
実
施

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い

問 

生
活
環
境
課☎  

22

－

７
０
0
1

保
険
年
金
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
変
更

　

遺
族
の
人
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
金
に
つ
い
て
、
相

続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対

象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

所
の
判
決
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
平
成
22
年
10
月
よ

り
税
務
上
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ

れ
、
平
成
17
年
分
以
降
の
納
め
す

ぎ
と
な
っ
て
い
る
市
・
県
民
税
に

つ
い
て
還
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
12
年
分
以
後

の
市
・
県
民
税
に
つ
い
て
も
、「
納

め
す
ぎ
」
に
相
当
す
る
額
を
特
別

返
還
金
と
し
て
支
給
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

申
請
期
限
は
、
平
成
24
年
7
月

29
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
る
人
は
、
市
民
税

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
に
つ
い
て
も
同

様
の
制
度
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、

申
請
期
限
は
平
成
24
年
6
月
29
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
税
課 

☎  

22

－

７
０
1
2

 

延
岡
税
務
署 

☎  

32

－

3
3
0
1

公
共
下
水
道
事
業

変
更
認
可
に
伴
う
縦
覧

　

公
共
下
水
道
事
業
変
更
認
可

（
祝
子
農
集
接
続
、
合
流
統
合
ポ

ン
プ
場
の
廃
止
等
）
に
伴
う
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

11
月
11
日
㈮
〜
25
日
㈮

問 

工
業
振
興
課☎  

22

－

７
０
3
5

Ｓ
マ
ー
ク
は

「
安
全
、清
潔
、安
心
」の
証

　

理
容
店
、美
容
店
、ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
、一
般
飲
食
店
の
お
店
選
び
は

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
Ｓ
マ
ー
ク

登
録
店
で
。

Sマーク

　

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
、
施

設
の
設
備
の
内
容
、
仕
事
や
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
信
頼
で
き

る
お
店
で
す
。

問 

㈶
宮
崎
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー

☎ （
0
9
8
5
）25

－

1
4
6
6

イ
ヤ
な
も
の
は
、

は
っ
き
り
断
る

　

最
近
、
身
分
証
明
書
ら
し
き
も

の
を
掲
げ
、「
使
わ
な
い
で
眠
っ

て
い
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
イ
ヤ
リ
ン

グ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

各
家
庭
を
回
っ
て
い
る
業
者
が
い

ま
す
。「
断
っ
て
も
な
か
な
か
帰

ら
な
い
業
者
に
根
負
け
し
て
、
つ

お

知

ら

せ

in
fo
rm

a
tion

in
fo
rm

a
ti
o
n

お

知

ら

せ

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問 

延
岡
河
川
国
道
事
務
所　

延
岡
出
張
所 

☎  

21

－

2
9
5
5

FAX 

21

－

2
3
0
0

年
金
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告

  

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
老
齢
年

金
な
ど
、老
齢
（
退
職
）を
支
給
事

由
と
す
る
公
的
年
金
は
、税
法
上

「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は

11
月
上
旬
に
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」（
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
が
申
告

書
と
な
り
ま
す
）
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
12
月
1
日
㈭
の
提
出
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
、
配
偶

者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が

あ
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
る
人

○
65
歳
未
満　

　

年
金
額
が
1
0
8
万
円
以
上

○
65
歳
以
上　

　

年
金
額
が
1
5
8
万
円
以
上

問 

市
民
課　

 

☎  

22

－

７
０
3
6

　

延
岡
年
金
事
務
所

☎  

21

－

5
4
2
4

ご
存
知
で
す
か
？

信
号
機
標
識
ボ
ッ
ク
ス

　

各
警
察
署
、
市
町
村
窓
口
に
設

置
し
て
、
信
号
機
・
標
識
な
ど
に

関
す
る
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問 

延
岡
警
察
署☎  

22

－

0
1
1
0

納
税
・
納
付
に
、
便
利
・

安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

　

申
し
込
み
は
市
役
所
ま
た
は
金

融
機
関
で
。
通
帳
、通
帳
届
出
印
、

納
税（
納
付
）通
知
書
が
必
要
で
す
。

　

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）
5
期
・
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
）
5
期
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
5
期
の

納
期
で
す
。

問 

国
民
健
康
保
険
課　

☎  

22

－

７
０
５
５

　

 

高
齢
福
祉
課 ☎  

22

－

７
０
５
８

18
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入
場
料　

無
料

問 

延
岡
市
文
化
連
盟
音
楽
部
門

事
務
局　

　

  

☎  

32

－

4
2
7
9

子
育
て
講
演
会

　
「
ほ
ん
ま
で
っ
か
!?
T
V
」
な

ど
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
中
の
「
お
お
た
わ 

史
絵
」
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
子
育
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
「
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
の
た
め
に
」

入
場
料　

無
料

日
時　

11
月
27
日
㈰
13
時
開
場

場
所　

延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

問 

こ
ど
も
家
庭
課

☎  

22

－

7
0
1
7

延
岡
市
学
校
給
食
展

日
時　

12
月
4
日
㈰

11
時
〜
15
時
30
分

会
場　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
べ
お
か

内
容　

児
童
・
生
徒
の
作
品
展
示
、

給
食
の
試
食
、
食
育
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問 

保
健
体
育
課☎  

22

－

7
0
3
3

園
芸
教
室

○
盆
栽

日
時　

11
月
12
日
㈯

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

生
き
が
い
体
験
学
習

○
エ
コ
テ
ー
プ

          

か
ご
作
り
教
室
（
15
人
）

　

平
成
24
年
1
月
16
日
〜
3
月
19   

 
日　

第
1
、3
週
の
月
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
手
描
き
友
禅
教
室
（
10
人
）

　

平
成
24
年
1
月
17
日
〜
3
月
13

日　

第
1
、3
週
の
火
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
太
極
拳
教
室（
11
人
）

　

平
成
24
年
1
月
14
日
〜
2
月
25

日　

毎
週
の
土
曜
日

11
時
15
分
〜
12
時
30
分

対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

場
所　

恒
富
地
区
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
恒
富
小
学
校
内
）

受
講
料　

材
料
費
の
み

締
切　

定
員
に
な
り
次
第

申
込
先　

恒
富
地
区
高
齢
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

☎  

31

－

1
5
1
5

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再

就
職
に
向
け
頑
張
り
ま
せ
ん
か
。

訓
練
期
間　

平
成
24
年
1
月
6
日

〜
6
月
28
日（
６
ヶ
月
）

訓
練
科　

　

　
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科  

18
人

　

金
属
加
工
科　

　
　

 　

  

18
人

　

電
気
設
備
科　

　
　

   　

15
人

   

福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科 

33
人

　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科   　

18
人

募
集
期
間　

10
月
21
日
㈮
〜
11
月
28
日
㈪

入
所
資
格　

求
職
中
の
人

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
は
必
要

特
典　

雇
用
保
険
受
給
者
は
諸
手

当
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練
が
受
講

で
き
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
者
以

外
の
人
も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給

し
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

※
11
月
17
日
〜
18
日
の
施
設
見
学
会

に
も
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い

問 
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

☎  

37

－

０
６
７
５

就
職
説
明
会

　

地
元
で
就
職
を
希
望
す
る
求
職

者
と
、
人
材
を
求
め
て
い
る
企
業

と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
就

職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈪

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

ガ
ー
デ
ン
ベ
ル
ズ
延
岡

対
象　

就
職
を
希
望
す
る
人

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
参
加
無
料

問 

工
業
振
興
課☎  

22

－

7
0
3
5

国
際
交
流
講
座

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
＆
英
会
話

日
時　

11
月
10
日
㈭

11
時
30
分
〜
13
時

会
場　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料

内
容　

国
際
交
流
員
と
ラ
ン
チ
を

食
べ
な
が
ら
簡
単
な
英
会
話
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
弁
当
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

問 

国
際
交
流
推
進
室
（
総
務
課
内
）

☎  

22

－

７
０
０
６

公
共
事
業
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　

市
が
実
施
す
る
公
共
事
業
を
広

く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
見

学
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈫
13
時
〜
17
時

場
所　

新
火
葬
場
建
設
現
場
・
ク
レ

ア
パ
ー
ク
延
岡
工
業
団
地
ほ
か

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈫

定
員　

20
人　

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

参
加
決
定
者
に
は
詳
細
を
後
日

連
絡
し
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
も
し
く
は
、
氏

名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申 

問 

経
営
政
策
課

☎  

22

－

７
０
４
２

FAX 

22

－

７
０
９
０

  publicity@
city.nobeoka.

m
iyazaki.jp

催

　

し

e
ve

n
t

e
ve

n
t

催

　

し

「
わ
け
も
ん
の
主
張
」

東
臼
杵
大
会

　

延
岡
・
日
向
市
お
よ
び
東
臼
杵

郡
内
の
若
者
が
、
選
挙
や
政
治
に

対
し
て
若
者
の
感
覚
で
意
見
を
発

表
し
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
、
わ
け
も
ん
の
主
張
を

お
聴
き
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
26
日
㈯
13
時
30
分
〜

場
所　

市
役
所
3
階
講
堂

入
場
料　

無
料

問 

選
挙
管
理
委
員
会

☎  

22
－

7
0
2
6

第
64
回
延
岡
市
民
音
楽
祭

日
時　

11
月
13
日
㈰

13
時
〜
16
時
30
分

会
場　

野
口
記
念
館

出
演　

市
民
音
楽
グ
ル
ー
プ
27
団
体

募

　

集

in
vite

in
vi
te

募

　

集

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

　

詐
欺
ま
が
い
の
利
殖
商
法
や
携

帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
を
介
し
た
不

当
請
求
事
案
な
ど
、
最
近
の
悪
質

商
法
の
事
例
や
対
処
法
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈪
13
時
30
分
〜

場
所　

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
延
岡
支
所（
本
小
路
39

－

3
）

講
師　

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
中
野 

よ
ど
み
」
氏

受
講
料　

無
料

定
員　

50
人

申
込
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎  

31

－

0
9
9
8

民
話
語
り
入
門
養
成
講
座

日
時　

12
月
10
日
㈯
〜
平
成
24
年

3
月
10
日
㈯
の
第
2･

4
土
曜
日

の
13
時
〜
15
時
（
全
6
回
）

会
場　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ほ
か

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料

締
切　

11
月
21
日
㈪

問 

萌
ぎ
の
会 

☎  

31

－

2
8
9
7

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

日
時　

11
月
12
日
㈯

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

日
時　

11
月
26
日
㈯

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

問 

み
ど
り
の
相
談
所    

☎  

39
－

０
９
７
７

（
月
・
金
を
除
く
10
時
〜
15
時
）

移
動
献
血

○
北
方
町
総
合
支
所

日
時　

11
月
10
日
㈭
9
時
〜
11
時

○
イ
オ
ン
延
岡
店

日
時　

11
月
6
日
㈰
、27
日
㈰

10
時
〜
15
時
30
分

※
12
時
〜
13
時
30
分
の
間
は
休
憩

問 

日
本
赤
十
字
社
延
岡
市
地
区

（
こ
ど
も
家
庭
課
内
）

☎  

22

－

７
０
１
７

善

意

の

輪D
o
n
a
tio

n

D
o
n
a
ti
o
n

善

意

の

輪

日
本
赤
十
字(

敬
称
略
）

松
下
清
一
（
富
美
山
町
）、
長
友

美
代
子
（
宮
崎
市
）、
佐
々
木
孝

男
（
新
小
路
）、
森
川
栄
子
（
宮

崎
市
）

第15回城山かぐらまつり

日　時　11 月 20 日㈰ 10 時～ 20 時
会　場　延岡城址二ノ丸広場
出　演　市内外の神楽保存団体
入場料　無料
その他　もちまきや各種出店があります。少雨決行

問　文化課　☎ 22 － 7047

20
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延岡市の人口と世帯数

毎月第3日曜日は「家庭の日」
家族みんなで楽しく一日を過ごしましょう

金融と経営相談

編 集 後 記

10月 1日現在 （前月比）

人口 130,429人　 （△6）
世帯数 52,826世帯 （44）

出生数 85人　（男37人、女48人）
市の広さ 　　868.00 k㎡

　商業観光課では、休日を除き、市内で事業を営む中
小企業者を対象に「金融特別相談窓口」を開設していま
す。事業経営に最適な融資制度の紹介や相談なども受
け付けていますので、お気軽にご相談ください。
問  商業観光課　　　　　　　　　　☎  34 － 7833

多重債務にお困りの人へ

借金問題は必ず解決できます。弁護士・司法書士
による無料の相談会をぜひご利用ください。

相談予約　11 月 14 日㈪～ 30 日㈬　※事前予約制
相談日　　12 月  6 日㈫　13 時～ 15 時　
場　所　　延岡市男女共同参画センター（桜小路）
申  宮崎県生活・協働・男女参画課　☎  0985－26－7054

　第 35 代木村庄之助（内田順一）さんの県民栄誉賞
受賞が決まりました。庄之助さんの手記などを拝見
すると、50 年の行司人生は、とても大変な道のりだ
ったのではないかと思います。
　表紙の写真は庄之助さんご本人からお借りしたも
ので、お願いする時にはとても緊張しましたが、気
さくに対応してくださり、とても人間味あふれる方
だと感じました。（重）

22
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延岡市ホームページ　http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp

内科 外科 小児科 歯科

～ １1月の放送予定 ～のべおか市政だより市政広報番組

曜　日 放 送 時 間

月曜日 21：00～ 21：07

火～金曜日

 7：00～　7：07
11：00～ 11：07
17：00～ 17：07
21：00～ 21：07

土、日曜日   8：45～　8：52
20：45～ 20：52

＜市政情報は112ch＞

放送週 放 送 内 容

10 月 31 日～ 11 月 6 日 ほっと・トーク～ようこそ市長室へ～
　

1 1 月 　 7 日 ～ 1 3 日 地域（みんな）で健康受診　　   
～健康長寿強化月間～　　　ほか

1 1 月　 1 4 日 ～ 2 0 日 祝子川は魅力がいっぱい！！
　　　　　　　　　　　   　ほか

1 1 月 　 2 1 日 ～ 2 7 日 森の文化を継承
”文化功労者の紹介”　　    ほか

11 月 28 日～ 12 月 4 日 ほっと・トーク～ようこそ市長室へ～
　　　　　　　　　　　　　　　 ほか 

番組は、情報チャンネル111chのほか、市のホームページでもご覧になれます。
”美人の湯”市内唯一の天然温泉！　

内科 外科 小児科 歯科

　宮崎医療ナビ（http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp/）もご覧ください。

夜間の初期救急医療体制
曜日 時間 病 院 名

月～水 19時30分～ 23時  
歯内  歯外  歯小

夜間急病センター
（出北 医師会病院隣）

☎21－9999

木

19時 30分
～ 23時  歯小  歯外 夜間急病センター

☎21－999919時 30分
～ 翌朝7時  歯内

金

19時 30分
～ 23時  歯小 夜間急病センター

☎21－999919時 30分
～ 翌朝7時  歯内  歯外

土

14時
～ 18時  歯内  歯外

夜間急病センター
☎21－9999

19時 30分
～ 23時

 歯小 夜間急病センター
☎21－9999

 歯外 谷村病院（北小路）
☎33－3024

19時 30分
～ 翌朝7時  歯内

夜間急病センター
☎21－9999

日 19時 30分
～ 23時

 歯内  歯小 夜間急病センター
☎21－9999

 歯外 黒木病院（北小路）
☎21－6381

※急病でない場合は、昼間にかかりつけ医を受診してください。

　　移動図書館ふくろう号  11月運行予定
日程 ステーション名 時　間

1日㈫・15日㈫

　西階幼稚園   ９：2 0 ～ 10：0 0 

　西階陸上競技場 10：1 0 ～ 10：4 0

　方財小学校 13：0 0 ～ 13：4 0

　塩浜公民館 14：0 5 ～ 14：4 5

2日㈬・16 日㈬

　マルミヤ愛宕店 10：0 0 ～ 10：4 0

　港小学校 13：0 0 ～ 13：4 0

　マルイチ大門店 13：5 5 ～ 14：3 0

17日㈭

　一ヶ岡下水処理場前 10：0 0 ～ 10：4 0

　黒岩小・中学校 13：0 0 ～ 13：4 0

　Ａコープ桜ヶ丘店 14：0 0 ～ 14：4 0

4日㈮ 　熊野江小学校 13：1 0 ～ 13：4 0

18日㈮ 　浦城小学校 13：0 0 ～ 13：4 0

4日㈮・18日㈮ 　無鹿2丁目デイサービス前 14：00～ 14：3 0

8日㈫・22日㈫

　一ヶ岡中央公園 10：0 0 ～ 10：4 0

　延岡ととろ聴覚支援学校 11：0 0 ～ 11：4 0

　延岡わかあゆ支援学校 13：0 0 ～ 13：3 0

　ひかり工房 13：3 5 ～ 14：0 0

　桜園集会所前 14：1 5 ～ 14：4 5

9日㈬

　緑ヶ丘児童館 10：0 0 ～ 10：4 0

　名水小学校 13：1 0 ～ 13：4 0

　延岡市職業訓練支援センター 14：0 0 ～ 14：3 0

10日㈭・24日㈭

　南老人福祉センター 10：0 0 ～ 10：4 0

　川島小学校 13：0 0 ～ 13：4 0

　昭和町第2市営住宅 14：0 0～14：3 0

11日㈮・25日㈮
　上南方小学校 13：0 0～13：4 0

　JA東延岡支店 14：0 5～14：3 5

◆都合により変更になる場合があります。
　　　
　　　　　　　　　　　　　　問合せ　図書館　☎32－3058

日曜・祝日当番薬局
期日 薬 局 名

 3日㈭
敬愛薬局（日の出町） ☎33－1585

ハラダ調剤薬局愛宕店 （愛宕町） ☎31－4152

 6 日㈰

おざき調剤薬局（長浜町） ☎29－2516

ハラダ調剤薬局東出北店（出北） ☎23－9235

かりん薬局（大貫町） ☎26－7308

 13日㈰
調剤薬局 同仁堂（愛宕町） ☎32－6883

カイ薬局 一ヶ岡店（旭ヶ丘） ☎23－8550

20日㈰

おおさきYOU薬局（夏田町） ☎28－2213

宇野薬局（幸町） ☎32－2886

ハラダ調剤薬局柳沢店 （柳沢町） ☎21－8520

23日㈬ 宇野薬局（幸町） ☎32－2886

27日㈰

長峯調剤薬局（平原町） ☎31－1100

カイ薬局（伊形町） ☎37－8638

メディカル薬局大門店（大門町） ☎26－8330

日曜・祝日在宅当番医　　　　　 
期日 病 院 名

3日
㈭

 歯小 松崎医院（昭和町） ☎21－0001

 歯小 ※歯内   歯健 木谷内科医院（中央通り） ☎21－5905

 歯外 あたご整形外科（愛宕町） ☎22－7575

 歯歯 高濱歯科（新町） ☎21－2359

6日
㈰

 歯小   歯健 ★歯内 田原病院（伊達町） ☎32－4987

 歯小 ※歯内   歯健 佐藤内科医院（大貫町） ☎35－8811

 歯外 延岡リハビリテーション病院（長浜町）☎21－6211

 歯歯 マスイ歯科（祗園町） ☎21－5897

13日
㈰

 歯小 こどもクリニックたしろ （日向市） ☎（０９８２）
56－1515

 歯小 ※歯内   歯健 萩原眼科中尾内科（愛宕町） ☎32－5114

 歯外   歯健 ★ 宮本整形外科（旭ヶ丘） ☎37－0671

 歯歯 四倉歯科（安賀多町） ☎35－8866

20日
㈰

 歯小   歯内   歯健 桜ヶ丘ファミリークリニック（夏田町） ☎28－2280

 歯内 野田医院（安賀多町） ☎32－4069

 歯外   歯健 やなざわ整形外科・内科（柳沢町） ☎26－5005

 歯歯 泉歯科（夏田町） ☎22－0678

23日
㈬

 歯小   歯内   歯健 赤須医院（博労町） ☎21－3179

 歯内   歯健 白坂内科医院（大門町） ☎21－7881

 歯外   歯健 ★ 大貫診療所（大貫町） ☎28－2200

 歯歯 開成歯科（惣領町） ☎34－7050

27日
㈰

 歯小 又木小児科医院（平原町） ☎34－3551

 歯内 平田東九州病院（伊形町） ☎37－0050

 歯外 大崎整形外科（大門町） ☎32－3331

 歯歯 あいこう歯科（緑ケ丘） ☎21－8632

産婦人科は、24時間
365日でいずれかの
医療機関が対応しま
す（緊急時のみ）。

井上病院（平原町）
大重産婦人科医院（春日町）
中元寺産婦人科医院（永池町）
山中産婦人科医院（船倉町）

☎21－5110
☎21－2306
☎34－5141
☎33－3610

 ○診療時間：9時～18時（歯科は9時～12時）
 ○当番の医療機関に連絡がつかない場合は消防署（☎33－3327）に
 　お問い合わせください。
 ○変更になる場合がありますので電話でお確かめください。

　携帯電話・プッシュ回線　☎＃8000

   ダイヤル回線☎（0985）35－8855
　

　
毎日（365日体制）19時～23時

夜間の子どもの急病時、病院受診に

迷われた時にご利用ください。

小児救急医療電話相談

歯健 健診可

※ 印は乳幼児診療不可
★ 印は要予約

歯歯歯小歯外歯内
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